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令和２年第 1 回大空町議会定例会の開会にあたり、令和２年度教

育行政の執行に関する主要な方針について申し上げます。 

平成から令和へと新たな時代を迎えましたが、今日の社会は、人

口減少、少子高齢化に加えグローバル化、産業構造の変化、地球温

暖化など数多くの課題を抱えています。 

また、ＩoＴやビッグデータ、人工知能をはじめとする急速な技術

革新の進展などにより、これからの社会は大きく変化することが予

想されています。 

そのような予測困難な社会を生き抜いていくためには、起こりう

る諸問題に柔軟に対応し、先見性を持って創造性豊かに困難に立ち

向かえることのできる、様々なスキルを身につけた強い人材を育ん

でいくことが重要であると考えております。 

 生涯学習においては、町民一人一人が生涯を通じて積極的に学び、

潤いと生きがいを持って地域社会で活躍できるよう、学習環境の充

実をはかっていく必要があります。 

大空町教育委員会は、多様に変化していく教育環境や諸課題に対

応すべく、町長が主宰する総合教育会議との連携のもと、第 2 次大

空町教育推進計画の基本理念である「つながる」「ひろがる」教育の

実現に向け、各種教育施策に積極的に取り組んでまいります。 
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学校教育関係について申し上げます。 

 

平成２６年１１月の中央教育審議会の諮問を受け、改訂に着手さ

れた新しい学習指導要領、新学習指導要領が、本年度、小学校にお

いて、来年度には中学校において全面実施となります。 

新学習指導要領では、主体的・対話的で深い学び、アクティブラ

ーニングの考え方が前面に出され、これからの社会を生き抜く力の

育成に重点が置かれました。 

小学校では、中学年での「外国語活動の実施」と、高学年での「外

国語科の導入」、情報活用能力の育成における「プログラミング教育

の実施」が求められています。 

また、昨年１２月には、文部科学省から、「学校における高速大容

量のネットワーク環境の整備」と「児童生徒１人１台端末の整備」、

いわゆる「ＧＩＧＡ（ギガ）スクール構想」が打ち出され、教育環

境に大きな変化を求められています。 

このように、学校教育に対する環境は、ＩＣＴやＡＩといった技

術の進展や国際化の流れに伴い、不断なく変わり続けており、大空

町教育委員会としても、適切な対応に努めていかなければならない

と考えております。 

 

小・中学校では、全国学力・学習状況調査結果の分析を行い、確

かな授業改善につなげます。新学習指導要領により、小学校では新

しい教科書での授業が始まります。新学習指導要領の目指す方向に
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沿った授業実施に努めてまいります。 

 

小学校で教科化される英語については、外国語指導助手２名体制

を継続し、児童生徒が生きた英語に触れる機会を確保していきます。

また、指導主事を中心に、英語科授業の質の向上のため、研修機会

を確保してまいります。 

外国語活動では、まちんなか留学の取り組みを継続するとともに、

国際交流についても、引き続き検討してまいります。 

 

新たに実施されるプログラミング教育に関しては、小学校にプロ

グラミング教材を配置し、児童がプログラミングに触れる機会を確

保してまいります。 

ＩＣＴに関しては、実物投影機、コンピューター、タブレット端

末の更なる活用を推進してまいります。 

 

学校現場では、児童生徒一人一人の力に応じたきめ細やかな指導

や、学びの連続性の確保が求められています。習熟度別学習の実施

や、複数教諭による授業の実施、小・中学校の連携などにより、確

かな学力の定着をはかってまいります。 

 

小学校で実施されている授業改善推進チーム活用事業については、

大きな成果が上がっていると認識しています。今年度が最終年度と

なりますが、取り組みの成果が全ての先生に共有されるよう、努め
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てまいります。 

大空町学校教育研究会では、各種の研修を通じた授業改善の取り

組みがなされています。引き続き、活動に支援を行いってまいりま

す。 

 

特別支援教育を受ける児童生徒が増加する傾向にあります。町に

よる補助教諭の配置を継続するとともに、校種間の連携により、児

童生徒の成長に応じた適切な対応に努めてまいります。通級による

指導が必要な児童生徒などへの対応も含め、教育相談員を中心に、

学校と教育委員会が連携した相談体制等を構築してまいります。 

 

キャリア教育の重要性も増しています。全ての学校種において、

地域で働く人たちや、地域の資源を学ぶ機会の確保に取り組んでま

いります。 

 

 「特別の教科 道徳」が一昨年度に小学校で、昨年度に中学校で

開始されました。 

 道徳教育の目的は、子どもたちに「自立した人間として他者とと

もによりよく生きるための基礎となる道徳性を養う」ことにありま

す。 

 子どもたちが物事を深く考えるよう促し、より深い道徳観が養わ

れるよう、授業改善の取り組みを進めてまいります。 
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 ふるさと教育については、新学習指導要領のスタートに合わせて、

改訂した社会科副読本を活用するなど、地域社会とのつながりを意

識させる授業づくりに努めてまいります。 

 

 読書活動については、学校図書館司書の配置を継続し、児童生徒

への読書の奨励に努めます。 

 また、不足していると言われる家庭での読書の啓発も進めます。

そのため、家読（うちどく）活動にも取り組んでまいります。 

 

 豊かな学びを実現するためには、体力の確保が重要です。 

幼児期からの積極的な運動習慣づくりや、小・中学校における縄

跳び運動の推奨、体育科の授業の充実などにより、体力増進に努め

ます。北海道教育委員会が実施している、短縄跳び９０秒チャレン

ジにも取り組んでまいります。 

 

 体験活動が、これからの時代を生きる子どもの成長に大きな影響

を与えます。ファームスクールや社会見学、職場体験など様々な機

会の提供に努めてまいります。体験学習等をサポートするため、地

域コーディネーターを引き続き配置してまいります。 

 

 いじめへの対応については、アンケート調査や教育相談に限らず、

各学校でいつでも相談できる体制づくりを行い、未然防止と早期発

見に努めてまいります。また、学校、家庭、教育委員会、その他関
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係機関の間において連絡調整を密に行い、連携を強化してまいりま

す。 

 

 不登校等については、児童生徒、個々に応じた適切な対応が求め

られます。各学校において、保健室登校や時間差登校、戸別訪問な

ど、児童生徒の状況に応じた対応を行ってまいります。 

 

 児童生徒がインターネット等の情報機器に接する機会が増加して

います。インターネット等の持つ危険性について、年齢に応じた学

びを提供していく必要があります。併せて、保護者への情報提供や

危険性を学ぶ機会づくりにも努めてまいります。 

 

子どもの学びを支えるためには、家庭・地域との連携・協働が必

要となります。 

 保護者や地域住民の意見を学校運営に反映し、地域と共にある学

校づくりを実現するため、新たに学校運営協議会制度を導入した、

コミュニティ・スクールを設置してまいります。 

 昨年度までは各学校に学校評議員を置き、御意見をいただいてい

ましたが、本年度からはそれを一歩進め、学校と地域がコミュニテ

ィ・スクールにおいて対等な立場で協議することにより、地域住民

の方々にも当事者として学校運営に参画していただこうとするもの

です。 

 現在の計画では、女満別地区、東藻琴地区に、それぞれの小学校
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と中学校合同のコミュニティ・スクールを設置し、連携した学校運

営を行うものとしています。 

 なお、幼稚園については認定こども園への移行を、東藻琴高等学

校については新しい高校への移行を控えていることから、本年度に

ついては、小学校と中学校においてスタートさせようと考えており

ます。 

 

 家庭における生活習慣づくりと学習時間の確保に取り組むため、

生活リズムチェックシートの活用などをさらに進めてまいります。 

 「早寝・早起き・朝ごはん」や「ノーゲームデー」などの取り組

みを行い、児童生徒の健康課題の解消に努めてまいります。 

幼稚園等の保護者から、子育てに関わる相談が寄せられる機会が

増えています。幼稚園や学校での相談支援や情報提供を行ってまい

ります。 

  

子どもたちを取り巻く環境が大きく変化してきており、学校に求

められる役割も増加しています。 

現在、学校は多種多様な教育課題を抱えており、学校だけでは解

決できない時代となりました。学校では、一層、教職員の資質や能

力の向上と学校の組織体制の充実に取り組んだうえで、学校間や学

校と地域、関係機関などが密接に連携し、解決に当たらなければな

りません。 

また、幼稚園から小学校、小学校から中学校、中学校から高等学
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校へと、校種間で児童生徒が進学する際の連携体制をより一層密に

する必要が生じています。 

国においても、本年度から児童生徒一人一人のキャリア・パスポ

ートを作成する取り組みが開始されます。キャリア・パスポートは、

児童生徒が、毎年、自分自身の目標を立て、年度末に振り返りを行

うものであり、小学校から中学校へ、中学校から高等学校へ引き継

いでいくものです。これらも活用し、校種間で途切れることのない、

つながる教育を目指してまいります。 

先に申し上げた学校運営協議会の仕組みも活用し、各種の課題の

解決に当たります。 

 

一方、教職員の長時間勤務が問題となり、働き方改革への取り組

みが求められています。教職員の時間外勤務縮減に向け、国も様々

な動きを見せているところです。大空町においても、勤務時間の的

確な把握と、学校閉庁日の設定など、働き方改革に繋がる取り組み

を推進してまいります。 

 併せて、昨年度、試行も含めて運用を開始したメール等による保

護者への連絡手段も活用し、教職員の負担軽減をはかってまいりま

す。 

 教職員のストレスチェックについても、継続してまいります。 

 

学校教育環境につきましては、昨年度、女満別中学校の大規模改

修工事が終了し、小・中学校の施設環境整備とＩＣＴ機器の配置が
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一応の完了を見たところです。 

本年度は、新たに「学校施設長寿命化計画」を策定し、将来的な

見通しを持った計画的な維持管理を行い、良質な教育環境の確保に

努めてまいります。 

スクールバスにつきましては、1台の更新を行い通学環境の充実

をはかってまいります。 

また、文部科学省が打ち出した、ＧＩＧＡ（ギカ）スクール構想

に関しては、まだまだ不明な点も多いため、情報の収集に努めてま

いります。 

  

幼児教育につきましては、昨年１０月に３歳から５歳児までの全

ての子どもと、０歳から 2 歳までの住民税非課税世帯の子どもの保

育料が無償化されました。引き続き無償化の対象とならない方への

保育料の軽減を行ってまいります。 

 

 女満別幼稚園及び豊住保育園については、認定こども園への移行

を10月に予定しております。 

女満別地区の認定こども園施設につきましては、設置・運営主体

である大空町社会福祉協議会により昨年着工され、開園を目指し建

設工事が行われています。 

認定こども園化に伴い、地域における子ども・子育て支援の充実
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に向けた取り組みが行われる予定です。子ども・子育て支援計画な

ど、関係する施策との調整のもと、その役割と責任を果たせるよう、

協議を進めてまいります。 

東藻琴地区の認定こども園については、実施設計と、秋からの工

事着手を予定しております。大空町社会福祉協議会へ所要の経費の

支援を行ってまいります。 

 

新しい高校づくりにつきましては、令和3年4月の開校に向けて、

町民の方々や東藻琴、女満別の両高等学校の先生方にご協力をいた

だきながら、具体的な準備作業を進めています。 

昨年は、高校で育む人物像に則り、総合学科の特性を活かした教

育課程の検討を進めてまいりました。ようやく新しい高校のカリキ

ュラムをお示しできる状況となったところです。 

また、昨年９月には、新しい高校開校に先立ち、現在の東藻琴、

女満別両高校の生徒を対象に公設塾をプレオープンすることができ

ました。多くの生徒に利用いただいているところであり、新しい高

校へつながる取り組みとなっています。 

新しい高校は、総合戦略において、地域振興の核として位置付け、

地域全体で町の創り手を育成することを目指しています。 

今後は、新設校の情報発信に力を注ぎながら、多くの生徒に入学
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してもらえる魅力ある高校となるよう取り組んでまいります。 

 

東藻琴高等学校、女満別高等学校に対しては、今まで行ってきた

支援や助成を継続するとともに、在校生が不安なく新しい高校へ移

れるよう、十分に配慮してまいります。あわせて、閉校などの手続

きについても進めてまいります。 

 

高等教育を受ける方へ、引き続き、無利子の奨学金貸付けや利子

助成を行ってまいります。 

また、奨学金の貸付を受け、高等教育に進学する生徒等が増加し

ています。奨学金借入額も増加しており、特に、若年層では返済の

負担が大きく、返済遅延者の増加が社会問題となっています。 

これらのことから、総合戦略に基づき、大空町に住み、大空町で

新たに就業する方へ、奨学金返済額の一部を支援する制度を創設し、

高等教育を受ける機会の確保につなげてまいります。 

 

学校給食は、日常生活における食事について正しい理解を深め、

健全な食生活を営むことができる判断力を培い、望ましい食習慣を

養うことを目的に安全で安心な給食を提供しております。 

総合戦略に基づき、子育て世代の負担軽減と食育を推進するため、
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引き続き無償化に取り組んでまいります。また、地元で採れた新鮮

な食材を子どもたちに提供する取り組みとして、ふるさと給食を引

き続き実施してまいります。 

 

 

 社会教育関係についてであります。 

 

社会教育事業を通して人が持つ能力や可能性を高め、急速に変化

している社会に対応できる知識や能力を身に付け、その力を町内の

課題解決や新たな活動につなげるとともに、積極的に地域活動に参

画していくことが重要です。幼児から高齢者までのニーズに対応し

た学習機会の提供と学んだ成果を地域に還元する環境の整備に取り

組んでまいります。 

 

少年教育につきましては、放課後子ども教室や家庭教育支援を担

う社会教育コーディネーターを配置し、学校では学ぶ機会の少ない

地域の多様な伝統文化を体験できる環境づくりに努めるとともに、

長期休業中の学習サポート事業を継続して実施してまいります。 

 姉妹都市である稲城市や友好町である氷川町との児童生徒交流 

事業については、他地域との交流や新たな見聞を深めるための貴重
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な事業となっており、引き続き支援を行ってまいります。 

少年期には、積極性や社会性を育むための体験学習が重要となる

ため、子ども会と連携してリーダーの育成をはかります。人間性の

形成には、多くの体験活動が重要です。異年齢の交流や自然体験を

通して、幅広い視野を持てる児童生徒の育成に努めてまいります。 

 町の将来を担う青年活動の活性化は、まちづくりにおいて欠かせ

ないものとなっています。青年館の整備による活動の拠点づくりを

行ってきましたが、青年団体が主体的に行う活動についても引き続

き支援してまいります。 

異なる業種の青年相互の交流と親睦をはかり、地域のリーダーや

担い手づくりに努めてまいります。 

 

芸術文化活動につきましては、文化団体が中心となって活動して

いただいておりますが、各団体の練習成果を広く町民に知ってもら

える機会づくりを関係団体と連携して取り組んでまいります。 

新たな芸術文化の取り組みとして魅力ある総合型芸能文化倶楽部

事業を展開し、芸術文化への関心を高めてまいります。 

町誕生から１５年の記念の年を迎えるにあたり、実行委員会が主

体となって実施する町民舞台を開催し、広く町民の皆様に観劇して

いただく機会をつくってまいります。 
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文化振興事業につきましては、文化団体協議会や各種団体が主催

する文化活動について、引き続き支援してまいります。 

 

 令和元年度は、郷土・歴史文化保勝会の皆様のご尽力により、閉

校した学校も含めた町立学校の校歌が集められました。一部につい

ては、楽譜が見つからず、卒業生の方々のご協力もいただき、復元

したものも含まれております。 

 今年度は、これらの音源化を実施するとともに、関係者へお披露

目できるよう郷土・歴史文化保勝会が行う事業に支援してまいりま

す。 

 

大空町青少年育成協会につきましては、事務局体制強化のための

支援を行うとともに、より質の高い芸術活動を支援するほか、芸術

鑑賞機会の提供につきましても継続的に支援をしてまいります。 

 旧豊住小学校につきましては、社会教育活動を中心に町民活動や 

スポーツ合宿など、有効に活用していただいているところですが、

行政財産として条例化を図るとともに、関係各課と連携し施設の有

効活用についても検討してまいります。 

 国の天然記念物に指定されている女満別湿生植物群落につきまし

ては、環境の変化により一部の植生が変化し樹木の更新が行われず

水芭蕉が減少しております。原因調査のため、過去５年間継続して

地下水位の調査を実施してまいりましたが、地下水位による影響が
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大きいことが判明したことから、文化庁の補助を受け、専門家によ

る詳細な現地調査を実施してまいります。 

 

感性があふれ、人間性あふれる人格の形成には、幼少期からの本

への親しみは大切です。親子での読書を通して子どもたちの豊かな

感性を広げるため、ブックスタート事業やうちどく事業を引き続き

実施してまいります。また、読書活動の拠点となる図書館の利用環

境の整備をはかるため、ブックポストを設置するとともに、幼少期

から高齢者まで図書館を訪れ本と親しめる環境づくりを進めてまい

ります。 

 

生涯学習センターにつきましては、未利用となっている部屋の有

効活用と郷土資料の継承のため、展示室として整備し、多くの町民

皆様に観ていただけるよう取り組んでまいります。 

 

 健康寿命が叫ばれているなか、運動は大切であります。町民の体

力づくりや地域の連帯感の醸成を目的としたミニバレーボール、

300歳バレーボール大会を主催する実行委員会を支援するとともに、

連携に努めてまいります。 

年齢や性別に関係なく新たなスポーツを気軽に体験できるスポー
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ツ縁日やスポーツ講習会を引き続き実施してまいります。 

自主的に活動している総合型地域スポーツクラブやウインタース

ポーツ実行委員会をはじめ、スポーツ協会やスポーツ少年団などの

運営と自主的な活動に対して引き続き支援するほか、優秀な成績を

残し全道全国大会へ参加する方へ参加費用の一部助成や指導者の資

格取得経費の一部を継続して支援してまいります。 

 

 体育施設につきましては、町民皆様が快適にご利用いただくため

指定管理者と連携し、計画的な修繕や備品の整備を行います。施設

の有効利用をはかるため、利用団体や利用者などを調査し効率的な

施設運営に努めてまいります。また、社会教育施設につきましては、

「社会教育施設長寿命化計画」を策定し、安全で安心できる施設の

整備をはかってまいります。 

 

合宿誘致事業につきましては、質の高い文化団体やスポーツ団体

などを招へいし、教育・文化・スポーツを身近に体験し、交流する

ことにより地域の活性化を促すとともに、交流人口の増加を進めて

まいります。  
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以上、令和２年度の教育行政執行にあたっての主要な方針につい

て申し上げました。 

大空町教育委員会といたしましては、次代を担う子どもたちの心

豊かなたくましい成長と町民の皆様の活気と潤いに満ちた生涯学習

社会の創造を目指し、学校・家庭・地域はもとより、関係機関・関

係団体との連携をはかりながら、本町教育の一層の充実・発展に全

力で取り組んでまいりますので、町議会議員並びに町民皆様のご理

解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 


